
鈴
鹿
市
の
高
齢
化
率

は
、
約
25
・
２
％
で
、

４
人
に
１
人
が

65
歳

以
上
と
な
り
、
超
高
齢

社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
後
団
塊
世
代
の
方
々

が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年

に
は
、
高
齢
化
率
も
さ
ら
に
上
昇

す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
▼
75

歳
以
上
に
な
る
と
、
介
護
が
必
要

と
な
る
人
の
割
合
が
増
加
し
ま
す
。

男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
は
「
脳

血
管
疾
患
」
が
、
女
性
は
「
認
知

症
」
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

▼
誰
も
が
望
む
こ
と
は
「
い
つ
ま

で
も
元
気
に
い
き
い
き
と
自
分
ら

し
く
毎
日
を
過
ご
し
た
い
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）

を
予
防
す
る
に
は
「
栄
養
」
「
身

体
活
動
」
「
社
会
活
動
」
が
必
要

で
す
。
ど
れ
か
一
つ
が
低
下
す
る

と
他
の
二
つ
も
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
失
う
こ
と
が
フ
レ
イ
ル
の

最
初
の
入
り
口
に
に
も
な
り
ま
す
。

孤
立
せ
ず
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

持
ち
ま
し
ょ
う
▼
８
月
の
初
め
に
、

地
域
で
認
知
症
の
女
性
の
方
が
、

午
後
10
時
頃
か
ら
翌
日
午
前
11

時
ま
で
行
方
不
明
に
な
り
ま
し
た
。

が
、
無
事
発
見
す
る
事
が
出
来
た

と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
し
た
▼
ど

う
ぞ
地
域
や
仲
間
、
年
金
者
組
合

活
動
の
中
で
事
業
や
サ
ロ
ン
等
に

参
加
し
、
自
分
に
合
っ
た
社
会
参

加
の
形
を
見
つ
け
て
、
健
康
寿
命

を
延
ば
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
田
中

美
代
子

記
）

仲間づくり

(8月 27日現在 )

１７３名

す
で
に
ご
承
知
の
よ
う
に
、
鈴

木
知
事
が
総
選
挙
に
出
馬
す
る
た

め
知
事
を
辞
任
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
「
県
民
本
位

の
や
さ
し
い
三
重
県
政
を
つ
く
る

会
」
は
、
知
事
選
に
お
い
て
岡
野

恵
美
さ
ん
（
無
所
属
）
を
候
補
者

と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
三
重
県
年
金

者
組
合
で
は
、
８
月
９
日
の
県
本

部
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
岡
野

恵
美
さ
ん
の
推
薦
を
決
定
し
ま
し

た
。鈴

木
知
事
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

そ
の
対
策
に
展
望
も
示
せ
な
い
で

途
中
で
辞
任
し
、
総
選
挙
に
立
候

補
し
ま
す
。
到
底
許
せ
ま
せ
ん
。

県
民
い
じ
め
の
県
政
か
、
県
民

本
位
の
県
政
か
が
問
わ
れ
る
選
挙

で
す
。

選
挙
権
を
行
使
す
る
た
め
、
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
に
徹
し
て
、
投
票

に
は
、
必
ず
行
き
ま
し
ょ
う
。

【
ご
案
内
】

岡
野
恵
美
演
説
会

９
月
５
日
（
日
）
10
時
～
11
時

鈴
鹿
市
文
化
会
館
さ
つ
き
プ
ラ

ザ応
援
弁
士

た
け
だ
良
介
参
議
院
議
員

主
催

三
重
県
民
本
位
の
三
重
県

政
を
つ
く
る
や
さ
し
い
会
・
鈴
鹿

（１） 第２９３号 き ら ら ２０２１．８．２７

波の音

全日本年金者組合

三重県鈴鹿支部

第２９３号

２０２１．８．２７
事務局

〒513-1124
鈴鹿市自由ヶ丘

1－16－30
http://suzuka-nen
kinsya.jimdo.com/

編集責任者
勝谷鐵幸

鈴鹿市岸岡町1641-20
tel 059ｰ387-0383
fax 020-4663-3958
e-mail c9awnvah@

sf.commufa.jp

桑原 篤
tel 059ｰ374-2894

候
補
者
に
岡
野
恵
美
さ
ん

を
推
薦

三
重
県
知
事
選

県
本
部
執
行
委
員
会

桑
原

篤

者
支
援
の
充
実
・
強
化
を
。

④
自
公
政
権
追
随
の
政
治
か
ら
県

民
が
主
人
公
の
県
政
へ
。

「
い
の
ち
・
暮
ら
し
を
守

り
、
た
だ
ち
に
取
り
組
む

六
つ
の
重
点
政
策
」

▽
そ
の
１

国
体
を
中
止
し
、
コ

ロ
ナ
対
策
で
は
、
社
会
的
検
査
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
拡
充
、
事

業
者
や
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
強

化
、
緊
急
措
置
と
し
て
、
み
え
国

体
に
予
定
し
て
い
る
施
設
を
宿
泊

療
養
施
設
に
活
用
し
、
自
宅
療
養

岡
野
さ
ん
と
「
県
民
本
意
の
や

さ
し
い
三
重
県
政
を
作
る
会
」
は
、

８
月
20
日
、
知
事
選
に
向
け
た
政

策
を
発
表
し
ま
し
た
。

「
四
つ
の
チ
ェ
ン
ジ
」

①
と
こ
わ
か
国
体
・
と
こ
わ
か
大

会
を
中
止
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
抜

本
的
強
化
で
、
県
民
の
い
の
ち
、

暮
ら
し
を
守
る
。
②
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
推
進
よ
り
、
生
活
交
通
の

重
視
を
。

③
風
水
害
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
と
し
て
、
防
災
・
復
興
・
被
災

支
部
長

無
所
属

年
金
者
組
合
は
、
楽
し
み

７
分
、
活
動
３
分
を
か
か

げ
、
高
齢
期
を
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
助
け

合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
い

こ
う
と
す
る
組
合
で
す
。

「
四
つ
の
チ
ェ
ン
ジ
」
な
ど

選
挙
公
約
を
発
表

に
よ
る
家
庭
内
感
染
を
防
ぐ
。

▽
そ
の
２

福
祉
医
療
費
は
、
窓

口
無
料
化
を
中
学
校
卒
業
ま
で
引

き
上
げ
、
障
が
い
者
・
一
人
親
家

庭
も
実
施
し
、
高
す
ぎ
る
国
保
料

の
１
万
円
引
き
下
げ
る
。

▽
そ
の
３

最
低
賃
金
を
時
給
１

０
０
０
円
以
上
に
、
１
５
０
０
円

を
め
ざ
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
、

中
小
企
業
、
零
細
企
業
へ
の
補
助

制
度
を
設
け
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
を

な
く
す
た
め
に
力
を
尽
く
す
。

▽
そ
の
４

リ
ニ
ア
推
進
よ
り
、

子
ど
も
や
障
が
い
者
、
お
年
寄
り

な
ど
誰
も
が
安
心
し
て
乗
れ
る
生

活
交
通
拡
充
へ
補
助
制
度
の
創
設
。

▽
そ
の
５

若
者
、
子
育
て
支
援

に
全
力
で
取
り
組
む
。
大
学
生
へ

の
県
独
自
の
給
付
型
奨
学
金
の
創

設
、
保
育
園
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
、

学
校
給
食
の
拡
充
と
無
償
化
に
取

り
組
む
。
▽
そ
の
６

地
震
・
津

波
災
害
、
風
水
害
対
策
の
充
実
し
、

被
災
者
支
援
増
額
、
住
宅
再
建
の

助
成
金
の
適
用
範
囲
の
拡
大
、
金

額
を
最
低
５
０
０
万
円
に
増
額
す

る
。
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パ
ン
ク
状
態
で
発
表
ど
こ
ろ
か
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
も
足
ら
ず
お
手

上
げ
状
態
で
す
。

８
月
23
日
に
は
、
入
院
調
整
中

を
含
む
自
宅
療
養
者
は
前
日
か
ら

百
六
十
七
人
増
え
て
、
二
千
五
百

８
月
20
日
、
鈴
木
知
事
は
衆
院

選
に
逃
げ
込
み
ま
し
た
の
で
、
副

知
事
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

各
地
の
保
健
所
は
増
え
る
感
染

者
の
数
も
２
、
３
日
遅
れ
て
発
表

す
る
状
態
で
す
。
保
健
所
機
能
は

四
十
六
人
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

24
日
に
は
、
県
で
初
め
て
自
宅
療

養
の
男
性
が
死
亡
し
ま
し
た
。
三

重
県
に
お
い
て
も
大
規
模
な
仮
設

病
室
や
、
要
員
、
医
療
資
器
材
の

充
足
が
緊
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
規
模
な
仮
設
病
室
・要
員
・
医
療
資
器
材
を

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

知
事
へ
緊
急
の
申
し
入
れ

年
金
削
減
は
条
約
違
反

年
金
者
組
合
中
央
本
部
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
申
し
立
て
と
要
請

年
金
者
組
合
中
央
本
部
は
、
８

月
19
日
ま
で
に
、
日
本
政
府
に
よ

る
年
金
削
減
に
つ
い
て
、
社
会
保

障
の
最
低
基
準
を
定
め
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ

（
国
連
国
際
労
働
機
関
）
第
１
０

２
号
条
約
に
違
反
す
る
と
し
て
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
対
し
て
、
日
本
政
府
に

勧
告
す
る
よ
う
申
し
立
て
と
要
請

を
行
い
ま
し
た
。
国
連
の
社
会
権

規
約
委
員
会
と
女
性
差
別
撤
廃
委

員
会
に
も
、
日
本
政
府
へ
の
勧
告
・

要
請
に
基
づ
く
情
報
提
供
を
行
い
、

審
査
と
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

要
請
の
内
容
は
、
日
本
の
年
金

水
準
が
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
１
０
２
号
条
約

に
規
定
さ
れ
る
基
準
、
平
均
収
入

（
ボ
ー
ナ
ス
含
む
）
の
40
％
の
額

に
達
し
て
い
な
い
と
指
摘
し
、
今

の
年
金
で
は
生
活
で
き
ず
、
食
費

を
節
約
し
て
通
院
を
控
え
る
高
齢

者
の
実
態
や
、
男
女
の
賃
金
格
差

が
、
女
性
の
低
年
金
・
無
年
金
に

つ
な
が
り
、
低
年
金
ゆ
え
に
、
80

代
を
超
え
て
も
非
正
規
労
働
者
と

し
て
安
い
賃
金
で
働
き
続
け
る
高

齢
者
が
い
る
、
生
活
保
護
世
帯
の

52
・
７
％
が
高
齢
者
世
帯
だ
、
高

齢
者
の
相
対
的
貧
困
率
は
、
70
～

74
歳
で
男
性

17
・
３
％
、
女
性

26
・
６
％
で
、
女
性
の
方
が
高
い
、

と
報
告
し
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
が
、
２
０
１
３
年
か

ら
15
年
の
３
年
間
で
、
２
・
５
％

も
年
金
も
年
金
を
削
減
し
た
こ
と

に
つ
い
て
、
社
会
権
規
約
の
「
後

退
禁
止
原
則
」
に
違
反
し
て
い
る

と
指
摘
。
昨
年
10
月
に
厚
生
労
働

大
臣
に
対
し
、
条
約
に
違
反
す
る

年
金
減
額
の
是
正
を
求
め
る
要
求

書
を
提
出
し
、
12
月
に
厚
労
省
と

の
交
渉
を
持
っ
た
が
、
裁
判
で
係

争
中
を
理
由
に
対
話
を
拒
否
し
て

い
る
と
も
報
告
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
年
金
者
組
合
は
、
２

０
１
６
年
か
ら
19
年
ま
で
、
４
年

連
続
で
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
本
部
を
訪
問
し
、

日
本
の
公
的
年
金
削
減
の
経
過
と

実
態
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

勝
谷

鐵
幸

指導と援助の要請
ＩＬＯ第１０２号条約は社会保障の最低基準を定めた条

約です。また、社会権規約は「後退禁止原則」を定めて

います。ＩＬＯ条約の遵守は勿論ですが、社会権規約の

無視や侵害も許されません。ＩＬＯは、日本政府に対し、

ＩＬＯ第１０２号条約及び社会権規約に基づき、以下の

点について指導と援助をしていただきたい。

（１）日本政府が行った（2013 年から 3 年間で 2.5

％の削減）年金削減は、社会権規約の「後退禁止原則」

に違反します。日本政府に対し「後退禁止原則」を遵守

するよう勧告すること

（２）日本の厚生年金の受給額を改善すること

（３）日本の国民年金の受給額を改善すること

（４）女性の低年金を抜本的に改善すること

（５）マクロ経済スライド（キャリーオーバー制度）を

廃止し、減らない年金制度とすること

（６）最低保障年金制度を創設すること

（７）ＩＬＯは社会対話を重視している。日本政府にた

いし、社会政策に関して「関係団体（年金者組合）と協

議」するよう勧告すること

勝
谷

鐵
幸

新型コロナ感染から県民の命と暮らしを守
るための緊急要請 県社会保障推進協議会

（１）徹底した検査の拡充と、感染者の治療・

療養体制の確立

①無症状感染者を早期に把握することなしに、

感染の拡大はとめられません。前回のまん延防

止等重点措置で、高齢者施設等にＰＣＲ検査を

実施したように、重点地域の全住民を対象に、

抗原検査も含めて、希望するときに何度でも検

査を無料で受けられるようにしてください。

③コロナワクチンをはじめ、酸素吸入装置やパ

ルスオキシメーター、治療薬などの十分な供給

を県の責任で実施してください。

（２）三重とこわか国体・とこわか大会の中止

（３）新型コロナから児童・生徒を守るために

感染予防徹底の手立てを

変異ウイルスは、児童についても感染が広が

り、重症化する恐れがあります。学校の教室は

インフルエンザ同様、クラスター発生の危険が

高い場所となります。

９月の新学期が始まる前に、２週間の猶予をもっ

て、全教職員、全校児童・生徒に対しＰＣＲ検

査、抗原検査を行い、２学期を安心して迎えら

れ、授業を受けられるようにしてください。

②少人数クラスの早期実施、可能なところから

実施してください。

③教育活動の機会確保と、そのためのＰＣＲ検

査実施

④スクールカウンセラーの有効活用と保健室対

応の強化

（抜粋して載せました。 勝谷）
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市
役
所
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

て
「
原
爆
と
人
間
展
」
の
受
付
と

案
内
を
、
８
月
６
日
９
時
か
ら
１

時
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
高
校
生
の
描
い
た

「
原
爆
の
絵
」
も
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
酷
暑
と
コ
ロ
ナ
で
、
人

の
出
足
は
鈍
く
、
２
時
間
で
12
人

位
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
ご
夫
妻

連
れ
が
「
写
真
を
撮
っ
て
も
い
い

で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
、
他
の
係

の
方
に
も
聞
き
、
了
解
を
頂
き

「
ど
う
ぞ
」
と
熱
心
に
写
真
を
撮

り
、
一
枚
一
枚
丁
寧
に
ご
覧
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
印
象
に
残
っ
た
方
は
、

８
月
22
日
、
青
少
年
の
森
会
議

室
で
鈴
鹿
革
新
懇
主
催
の
学
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
の
森
を
切
っ
て
５
千
人

収
容
の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を

造
ろ
う
と
し
た
り
、
公
園
の
一
部

森
を
つ
ぶ
し
て
ま
で
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
は
要
ら
な
い

鈴
鹿
革
新
懇
主
催
学
習
会

を
「
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
で
民
間
に

売
り
渡
す
と
い
う
話
を
山
本
り
か

県
議
と
石
田
秀
三
市
議
の
お
話
を

聞
い
て
み
な
さ
ん
で
話
し
合
い
ま

し
た
。
野
鳥
の
会
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

ク
ラ
ブ
の
方
な
ど
関
心
の
あ
る
21

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
こ
の
森
は
生
物
多
様
性
に
富

む
森
で
、
貴
重
な
教
育
の
場
だ
」

「
ヒ
メ
タ
イ
コ
ウ
チ
な
ど
希
少
種

も
多
い
」
「
ア
カ
マ
ツ
林
も
多
く
、

市
民
の
大
事
な
憩
い
の
場
だ
」

「
何
よ
り
も
市
民
に
な
ん
の
説
明

の
な
く
勝
手
に
決
め
て
民
主
主
義

に
も
と
る
」
「
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
は
今
あ
る
施
設
を
改
修
し
て

い
け
ば
間
に
合
う
、
わ
ざ
わ
ざ
貴

重
な
森
を
切
ら
な
く
て
も
い
い
」

「
ま
る
で
モ
リ
カ
ケ
の
よ
う
な
癒

着
を
感
じ
る
」
と
次
々
に
意
見
が

出
て
、
工
事
が
始
ま
る
ま
で
に
、

利
用
者
に
説
明
を
し
て
ほ
し
い
と

い
う
意
見
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
も
言

わ
れ
る
、
こ
ん
な
町
の
中
に
あ
る

貴
重
な
森
を
知
事
と
市
長
と
業
者

だ
け
で
勝
手
に
つ
ぶ
し
て
い
く
不

見
識
に
、
み
な
さ
ん
怒
り
心
頭
に

発
す
状
態
で
し
た
。

萩
森

繁
樹

７
月
31
日
に
、
「
コ
ロ
ナ
と
緊

急
事
態
条
項
と
憲
法
」
に
つ
い
て

弁
護
士
村
田
雄
介
さ
ん
に
聞
き
、

論
旨
を
ま
と
め
ま
し
た
。

緊
急
事
態
条
項
な
ど
お
よ
び
で

な
い
！

日
本
で
は
い
ら
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
コ
ロ
ナ
で
緊
急
事

態
宣
言
を
法
律
に
基
づ
い
て
出
し

た
が
、
緊
急
事
態
条
項
は
使
わ
れ

て
い
な
い
。
使
用
す
る
時
は
、
他

国
か
ら
の
侵
略
の
時
の
み
。
ド
イ

ツ
で
も
他
国
か
ら
の
武
力
攻
撃
を

受
け
る
な
ど
の
事
態
に
至
っ
た
場

合
の
み
、
内
閣
の
意
思
に
関
係
な

く
連
邦
議
会
が
開
始
、
終
了
を
宣

言
で
き
る
。

で
は
日
本
で
は
？

現
在
、
緊

急
事
態
条
項
は
存
在
し
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
自
民
党
は
２
０
１
８

年
３
月
、
党
大
会
で
憲
法
９
条
１

項･

２
項
を
残
し
た
上
で
、
①

「
必
要
な
自
衛
の
措
置
を
と
る
た

め
の
実
力
組
織
」
自
衛
隊
を
憲
法

に
明
記

②
緊
急
事
態
条
項
新
設

な
ど
の
改
憲
案
を
提
示
し
た
。

こ
れ
は
日
本
を
戦
争
が
で
き
る

国
に
す
る
た
め
の
布
石
に
す
ぎ
な

い
。コ

ロ
ナ
禍
、
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡

大
の
非
常
事
態
に
憲
法
改
正
が
必

要
な
ど
と
い
う
の
は
、
火
事
場
泥

棒
同
然
だ
。
現
行
憲
法
に
緊
急
事

態
条
項
が
な
か
っ
た
か
ら
、
今
般

の
政
府
の
対
応
が
遅
れ
た
と
す
る

意
見
は
間
違
っ
て
い
る
。
非
常
事

態
に
対
す
る
事
前
の
準
備
を
怠
り
、

現
行
憲
法
で
行
え
る
立
法
措
置
が

遅
れ
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。

権
力
の
濫
用
の
危
険
は
、
過
去

の
歴
史
上
の
出
来
事
で
は
な
く
、

現
代
の
国
家
権
力
に
も
等
し
く
存

在
す
る
危
険
だ
。

緊
急
事
態
条
項
が
な
い
↑
対
応
遅
れ
×

弁
護
士
さ
ん
と
話
そ
う

樋
口

出

高
校
生
の
描
い
た
被
爆
の
絵
も

２
０
２
１
「
原
爆
と
人
間
展
」

三
林

保
子

男
性
一
人
で
来
ら
れ
、
「
入
場
料

は
い
ら
な
い
で
す
か
？
」
と
聞
か

れ
、
「
ど
う
ぞ
ご
自
由
に
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
答
え
、
帰

り
際
に
、
自
分
は
終
戦
の
前
の
日

に
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
広
島
の

資
料
館
に
も
行
っ
て
来
た
と
か
、

い
ろ
い
ろ
話
さ
れ
、
カ
ン
パ
も
し
っ

か
り
と
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
か

ら
76
年
、
核
兵
器
禁
止
条
約
も
発

効
し
ま
し
た
。
悲
惨
な
写
真
を
見

て
、
原
爆
の
惨
禍
を
思
う
と
き
、

再
び
人
類
の
過
ち
を
繰
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
思
い
ま

し
た
。
核
兵
器
と
人
類
は
共
存
で

き
ま
せ
ん
。

青少年の森内に造るサッカー場・駐車場などの予定図 写真提供 山本りか議員

展
示

を
見

る

人

写

真
提

供

勝

谷

鐵

幸



ト
ラ
ベ
ル
の
会

（４）第２９３号 き ら ら ２０２１．８．２７

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

八
月
は
中
止

８
月
は
休
み
ま
し
た
。

９
月
は
、
コ
ロ
ナ
で
白
子
コ
ミ

セ
ン
が
使
え
な
く
な
り
、
中
止
で

す
。

（
中
川

信
子

記
）

８
月
は
、
コ
ロ
ナ
拡
大
に
よ
り

施
設
が
使
え
ず
、
残
念
な
が
ら
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
は
、
予
定
通
り
実
施
で
き

る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

私
事
で
す
い
ま
せ
ん
が
、
桑
原

も
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
９
月
か

ら
復
帰
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

９
月
の
案
内

９
月
17
日
（
金
）
13：

30
～
16：

00

白
子
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
２
Ｆ

ホ
ー
ル

用
意
す
る
も
の

上
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
ラ
ケ
ッ
ト

（
桑
原

篤

記
）

９
月
休
み
ま
す
。

（
澤
井

順
子

記
）

卓
球
を
楽
し
も
う

史
跡
め
ぐ
り
の
会

犯
人
は
、
電
話
で
、
警
察
官
や
銀
行

員
な
ど
を
装
い
詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
、
高

齢
者
の
財
産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

〇
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
絶
対
に
他
人

に
渡
さ
な
い
。

〇
暗
証
番
号
は
、
絶
対
他
人
に
教
え
な

い
。

〇
迷
っ
た
ら
、
家
族
や
仲
間
、
警
察
に

相
談
す
る
。
自
分
の
判
断
で
行
動
し

な
い
。

【
例
】
あ
な
た
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
が
悪
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
今
か
ら
〇
〇
銀
行
の
者
が
カ
ー
ド
を

取
り
に
行
き
ま
す
。

②
７
月
中
旬
鈴
鹿
市
で
実
際
に
あ
っ
た

話
で
す
。

あ
る
人
に
電
話
が
１
本
入
り
、
「
介

護
保
険
の
還
付
金
が
あ
る
の
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
い
う
内
容
で

し
た
。
そ
の
10
分
後
に
は
、
「
間
も
な

く
銀
行
が
閉
ま
る
の
で
急
い
で
手
続
き

す
る
の
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
番

号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
再
度
電
話

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
不
審
に
思
っ

連
日
の
長
雨
の
た
め
、
予
定
し

て
い
た
８
月
18
日
と
予
備
日
８
月

20
日
が
朝
か
ら
の
雨
の
た
め
、
残

念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
９
月
15
日
（
水
）
午

前
９
時
か
ら
、
雨
天
時
は
９
月
17

日
（
金
）
に
な
り
ま
す
。

場
所
は
フ
ラ
ワ
パ
ー
ク
に
変
わ
り

ま
す
。

（
松
田

二
郎

記
）

感
染
収
束
の
メ
ド
が
つ
く
ま
で
、

サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
当
分
の
間
中

止
し
ま
す
。

（
谷
口

茂

記
）

ょ っ と 勉 強ち

コ
ロ
ナ
の
波
は
、
新
し
い
変
異

デ
ル
タ
型
の
出
現
で
、
一
層
危
険

が
増
し
ま
し
た
。
本
当
に
困
っ
た

も
の
で
す
。

当
分
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
使
え

ま
せ
ん
の
で
お
休
み
が
続
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
は
、
政
府
の
方
針

が
間
違
っ
て
い
る
か
ら
で
、
徹
底

的
な
検
査
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
拡

大
が
必
要
で
す
。
三
重
県
で
は
病

た
た
め
、
電
話
通
り
に
は
行
動
せ
ず
、
大
き

な
事
件
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
違
っ
た
電
話
が
あ
ち
こ
ち
に
入
る
様

で
す
。

③
オ
レ
オ
レ
詐
欺

親
族
、
警
察
官
、
弁
護
士
等
を
装
い
、
親

族
が
起
こ
し
た
事
件
・
事
故
に
対
す
る
示
談

金
等
を
名
目
に
金
銭
等
を
だ
ま
し
取
る
（
脅

し
取
る
）
手
口
で
す
。

「
携
帯
番
号
が
変
わ
っ
た
」
「
風
邪
引
い
た
」

は
詐
欺
！

④
預
貯
金
詐
欺

「
払
戻
し
金
が
あ
る
」
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
取
り
替
え
る
必
要
が
あ
る
」
は
詐
欺
！

県
や
市
区
町
村
な
ど
の
自
治
体
や
税
務
署

の
職
員
な
ど
と
名
乗
り
、
医
療
費
な
ど
の
払

い
戻
し
が
あ
る
か
ら
と
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
の
確
認
や
取
替
の
必
要
が
あ
る
な
ど
の
口

実
で
自
宅
を
訪
れ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

だ
ま
し
取
る
詐
欺
で
す
。

皆
様
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
行
動

に
移
さ
ず
踏
み
止
ま
り
、
詐
欺
を
疑
っ
て
く

だ
さ
い
。
慎
重
な
行
動
が
詐
欺
被
害
の
防
止

に
つ
な
が
り
ま
す
。
（
田
中

美
代
子

記
）

そ れ っ て 詐 欺 か も

パ
ソ
コ
ン･

ス
マ
ホ
教
室

温
泉
め
ぐ
る
会

サ
ー

ク
ル
短

信

院
も
足
り
ま
せ
ん
。
こ
の
調
子
な

ら
年
内
お
そ
く
、
ワ
ク
チ
ン
打
っ

た
人
に
限
っ
て
募
集
し
て
み
よ
う

か
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
８
６
ー
０
６
４
６
へ

斎
藤
幸
平
さ
ん
講
演
会

中
止

９
月
12
日
（
日
）
12
時
45
分
～
16
時

イ
ス
の
サ
ン
ケ
イ
ホ
ー
ル
鈴
鹿
（
市
民
会
館
）
大
ホ
ー
ル

８
月
26
日
、
27
日
～
９
月
12
日
の
間
、
緊
急
事
態
宣
言
発
出
に
つ
き
、

会
場
閉
鎖
に
よ
り
「
斎
藤
幸
平
さ
ん
鈴
鹿
講
演
会
」
を
中
止
し
ま
す
。

８
月
26
日
実
行
委
員
会

事
務
局
代
表

吉
田

一
男

お
願
い
し
ま
す
。

（
辻
井

良
和

記
）



ス
イ
カ
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
美
味

し
か
っ
た
で
す
。
Ｕ
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

９
月
例
会
の
ご
案
内

９
月
例
会
は
御
在
所
岳
（
１
２

１
２
ｍ
）
で
す
。

難
度

★

脚
力

★

日
時

：

９
月
４
日
（
土
）
7

時
集
合

集
合
場
所

：

鈴
鹿
川
河
川
敷

歩
行
時
間

：

約
６
時
間

出
欠
連
絡
先：

前
田
純
へ
９
月
2

日
ま
で
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

尚
、
三
重
県
に
８
月

20
日
～
９
月

12
日
の
期
間
で
「
コ
ロ
ナ
ま
ん
延

防
止
等
重
点
」
が
適
用
さ
れ
ま
し

た
の
で
安
全
措
置
と
し
て
行
先
を

近
場
に
変
更
致
し
ま
し
た
。

（
前
田

純

記
）

８
月
休
み
ま
し
た
。

９
月
休
み
ま
す
。

（
田
中

美
代
子

記
）

８
月
の
例
会
は
、
５
日
、
９
人

の
出
席
で
し
た
。

内
容
は
、
前
半
に
、
こ
と
わ
ざ
、

慣
用
句
と
同
音
異
義
語
、
同
訓
異

語
の
書
き
取
り
を
し
ま
し
た
。

次
に
、
丁
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
中
な
の
で
、
前
回
、
昭
和
39

８
月
６
日
（
金
）
曇
り
、
参
加

者
9
名
。

朝
か
ら
ど
ん
よ
り
し
た
曇
り
空

で
雨
が
心
配
だ
。
８
時
加
太
の
登

山
口
を
出
発
。
薄
暗
く
蒸
し
暑
い

ヒ
ノ
キ
林
の
中
を
流
れ
に
沿
っ
て

登
れ
ば
約
30
分
で
柚
之
木
峠
に
到

着
。冷

た
い
ス
イ
カ
と
飲
物
で
一
息
。

こ
こ
か
ら
は
急
峻
な
尾
根
道
に
入

る
が
谷
か
ら
吹
き
上
が
る
涼
し
い

風
に
あ
た
り
快
適
に
歩
を
進
め
る
。

頂
上
直
下
の
難
所
の
岩
場
で
は
鎖

と
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
慎
重
に
登
り
、

10
時
に
頂
上
着
。

頂
上
は
ガ
ス
で
眺
望
は
あ
ま
り

良
く
な
い
が
岩
の
上
に
登
っ
て
記

念
撮
影
。
10
時
15
分
下
山
開
始
。

難
所
の
岩
場
を
慎
重
に
下
り
、

再
び
尾
根
道
を
下
り
、
途
中
の
ベ

ン
チ
場
で
涼
し
い
風
に
あ
た
り
な

が
ら
の
楽
し
い
昼
食
。
昼
食
後
は

再
び
尾
根
道
を
下
り
柚
木
峠
を
経

て
12
時
40
分
に
駐
車
地
に
帰
着
。

登
山
口
近
く
の
沢
沿
い
で
イ
ワ

タ
バ
コ
、
ウ
バ
ユ
リ
の
花
が
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。
心
配
し
て

い
た
山
ヒ
ル
や
ブ
ヨ
の
被
害
も
な

く
、
雨
に
も
降
ら
れ
ず
快
適
な
登

山
で
し
た
。

鈴
鹿
へ
の
帰
り
道
、
途
中
の
Ｕ

さ
ん
宅
で
冷
た
く
冷
え
た
素
麺
と

錫
杖
が
岳

８
月
例
会

山
歩
会

（
津
市

６
７
６
ｍ
）

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
想
い

出
し
テ
ス
ト
を
し
ま
し
た
。
57
年

前
の
事
で
す
。
覚
え
て
い
る
こ
と
、

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
事
と
い
ろ

い
ろ
で
楽
し
い
、
面
白
い
時
間
で

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
り
ま
せ
ん
の

で
、
次
回
、
９
月
２
日
（
木
）
10

時
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
研
修
室

Ａ
は
中
止
で
す
。
電
話
連
絡
は
い

た
し
ま
せ
ん
。

（
太
田

和
美

記
）

（５） 第２９３号 き ら ら ２０２１．８．２７

音
読
の
会

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ

み
ん
な
で
唄
う
会

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

９
月
例
会
は
、
18
日
（
第
３
土

曜
）
13
時
30
分
～
、
神
戸
コ
ミ
セ

ン
を
予
約
し
て
あ
り
ま
す
。
中
止

の
場
合
は
電
話
連
絡
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
中
川

美
代
子

記
）

【
問
題
】
熟
語
・
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
を
読
み
、
□
に
言
葉
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

小
布
施

納
沙
布
岬

讃
岐

奥
入
瀬

碓
氷
峠

石
和

は
る
さ
め

れ
ん
こ
ん

は
ち
み
つ

も
ず
く

こ
う
や
ど
う
ふ

ほ
た
て
が
い

□
□
□
（
ほ
ぞ
ん
し
ょ
く
）
を
□
□
（
よ
う
い
）
す
る

□
□
□
（
し
ょ

う
ひ
し
ゃ
）
の
声
を
□
（
き
）
く

デ
ー
タ
を
□
□
（
き
ょ
う
ゆ
う
）

す
る

□
□
（
た
つ
ま
き
）
が
□
（
お
こ
）
る

□
□
（
と
っ
ぷ
う
）

に
□
□
（
ち
ゅ
う
い
）
す
る

【
答
え
】
お
ぶ
せ

の
さ
っ
ぷ
み
さ
き

さ
ぬ
き

お
い
ら
せ

う
す

い
と
う
げ

い
さ
わ

春
雨

蓮
根

蜂
蜜

水
雲

高
野
豆
腐

帆

立
貝

保
存
食

用
意

消
費
者

聞

共
有

竜
巻

突
風

注
意

（
太
田

和
美

記
）

参
考
資
料
「
熟
語
、
こ
と
わ
ざ
思
い

出
し
テ
ス
ト
」
（
コ
ス
モ
21
発
行
）

さ

頭
の

店

８
月
休
み
ま
し
た
。

９
月
休
み
ま
す
。

（
澤
井

順
子

記
）

最低保障年金制度実現への提言
（第３次提言の概要） ～随時掲載～

全日本年金者組合 2021 年８月

❶ はじめに

全日本年金者組合は 1989 年の結成以来 3

0 年余、最低保障年金制度の創設を要求し

活動してきました。2005 年 12 月に「最低

保障年金制度・第２次提言」を公表して 15

年余が経過しました。

第２次提言以降、生活保護利用世帯に占

める高齢者世帯の割合は 10 ％も増加。消費

税も８％・10 ％と二度も引き上げられ、年

金受給額は厚生年金で 13.7 ％も減額されて、

高齢者と年金者の生活はますます苦しくなっ

ています。

この事態を踏まえ、「第２次提言」をさ

らに前進させるために、2017 年２月に「第

４次政策委員会」を発足させ、2019 年４月

に「第３次提言（案）」の答申を受けまし

た。１年余の組合内の討議を踏まえて「最

低保障年金制度第３次提言」（案）として

まとめ、２０２１年６月の第 25 回定期大会

で決定しました。皆様の英知を結集してよ

り良い年金制度をつくり上げましょう。

（つづく）
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俳
句
迎
え
盆
朝
読
む
経
も
念
入
り
に

太
田

和
美

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
蝉
の
抜
け
殻
そ
っ
と
除
け

秋
茄
子
や
母
在
り
し
日
の
優
し
顔

松
浦

和
子

松
の
枝
ひ
と
き
は
高
き
蝉
の
声

音
に
色
あ
る
は
ず
も
な
し
盆
の
闇

三
林

保
子

虹
消
え
て
し
ば
ら
く
残
る
空
の
青

コ
ロ
ナ
禍
や
モ
オ
イ
イ
ヨ
オ
と
法
師
蝉

山
中
み
き
を

秋
虫
の
声
も
コ
ロ
ナ
と
聞
こ
え
け
り

川
柳
お
土
産
は
コ
ロ
ナ
菌
持
っ
て
帰
ら
ん
せ

中
村
千
代
子

キ
ー
局
は
ど
こ
も
か
し
こ
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

コ
ロ
ナ
禍
で
首
相
の
椅
子
も
崩
れ
か
け

余
志
嘉
壽

コ
ロ
ナ
に
負
け
逃
げ
る
現
職
追
う
岡
野

わ
た
し
と
憲
法

岡
本

孝
行

小
学
校
６
年
の
時
、
授
業
の
中

で
憲
法
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し

た
。
１
９
５
９
年
で
お
り
し
も
60

年
安
保
の
時
で
し
た
。
９
条
に
、

「
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の

行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る

手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を

放
棄
す
る
。
②
前
項
の
目
的
を
達

す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の

戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
」

と
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
で

も
自
衛
隊
は
存
在
し
て
い
ま
す
。

子
供
心
に
凄
く
矛
盾
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
普
通
に
読
め
ば
誰
で
も

「
お
か
し
い
」
と
感
じ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
詭
弁
を
弄
し
て
、

国
会
な
ど
で
大
人
た
ち
が
真
面
目

に
議
論
し
て
い
ま
す
。
正
に
茶
番

で
す
。

「
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
１
週
間
で
作
っ

た
」
と
か
、
「
押
し
付
け
ら
れ
た

憲
法
」
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

日
本
国
憲
法
ほ
ど
崇
高
な
憲
法
は

世
界
に
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
一
度
も
改
正
さ
れ
て
い
な
い
」

と
よ
く
言
い
ま
す
が
、
変
え
る
と

こ
ろ
が
な
い
か
ら
で
す
。
為
政
者

お
元
気
で
す
か
組
合
員
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

第
192
回

藤
本

明
子
さ
ん

藤
本
明
子
さ
ん
は
、
活
発
で

元
気
な
女
性
で
す
。
若
い
頃
は
、

農
協
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
職
場
交
流
が
き
っ
か
け

で
、
Ｊ
Ｒ
に
勤
め
て
み
え
た
ご
主

人
と
知
り
合
い
、
３
人
の
子
供
さ

ん
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

ご
主
人
と
長
女
の
３
人
暮
ら
し
で
、

趣
味
の
絵
手
紙
や
洋
裁
、
ス
ク
エ

ア
ス
テ
ッ
プ
や
サ
ロ
ン
な
ど
に
も

参
加
さ
れ
、
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
気
持
ち
に
正
直
か
、
自

分
の
好
き
な
こ
と
し
か
し
な
い
と
、

決
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
気
管
支

が
弱
く
、
咳
が
出
る
こ
と
が
多
か
っ

た
り
、
体
調
に
不
安
も
あ
り
、
常

時
ア
メ
と
水
は
持
参
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
今
回
電
話
で
の
聞
き
取

り
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に

も
咳
き
込
ん
で
み
え
ま
し
た
。

何
事
に
も
、
ま
っ
す
ぐ
で
曲
が
っ

た
こ
と
が
大
嫌
い
な
明
子
さ
ん
。

お
身
体
お
大
事
に
し
て
下
さ
い
ね
。

三
重
県
に
も
「
ま
ん
防
」
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
者
も
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
連
日

過
去
最
多
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

皆
様
、
お
互
い
に
感
染
予
防
策
を

徹
底
し
、
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

文

田
中

美
代
子

写
真

勝
谷

鐵
幸

第34回日本高齢者大会inながの（WEB）
９月 23 日（木・祝）10時～ 16 時

津市河芸公民館 ２階

午前 記念講演 政治学者中野晃一さん

「コロナ後のめざす社会は？その実現のため

に必要なことは？」

午後 ３分科会

会費・交通費ー県本部負担 弁当 500 円ー本人負担

申し込み 勝谷（０５９－３８７－０３８３）

〆切り９月５日（日）まで（大会しおり申込可）

は
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
変

え
よ
う
と
し
て
き
ま
す
。
国
民
一

人
一
人
が
し
っ
か
り
見
守
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

編
集
後
記

◆
27
日
に
三
重
県
に
「
緊
急
事

態
宣
言
」
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

自
宅
療
養
中
の
男
性
が
死
亡
し

た
今
、
県
社
保
協
が
知
事
に
対

し
て
緊
急
に
提
言
し
た
も
っ
と

有
効
で
適
切
な
抜
本
的
な
対
策

の
実
施
を
早
急
に
さ
れ
る
べ
き

で
す
。

◆
ま
た
、
市
の
施
設
が
使
用
不

可
に
な
り
ま
し
た
。
殆
ど
の
組

合
員
は
ワ
ク
チ
ン
２
回
の
接
種

が
済
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
十

二
分
の
感
染
予
防
に
努
め
た
い

も
の
で
す
。
（
勝
谷
鐵
幸

記
）

き
ら
ら
文
芸

何
事
に
も
曲
が
っ
た
こ
と
が
大
嫌
い

第
９
条
と
自
衛
隊

子
ど
も
心
に
矛
盾
を
感
じ
た
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絵

手
紙

提

供

藤

本
明

子

「
八
時
だ
よ
！
」
と
声
か
け
を
し
て
、
ト
ー
ス
タ
ー

に
パ
ン
を
入
れ
る
。
の
そ
っ
と
起
き
て
き
た
連
れ
合

い
の
「
い
た
だ
き
ま
す
」
食
事
が
始
ま
る
。
今
日
は

「
病
院
か
」
「
買
い
物
か
」
「
ふ
れ
あ
い
か
」
と
、

連
れ
合
い
が
尋
ね
る
の
に
「
う
ん
買
い
物
九
時
半
出

発
」
と
答
え
て
朝
食
終
わ
り
。

コ
ロ
ナ
を
気
遣
っ
て
訪
れ
る
娘
や
孫
た
ち
も
な
く
、

静
か
な
淋
し
い
平
坦
な
時
が
流
れ
る
。
こ
ん
な
時
に
、

身
の
回
り
の
整
理
を
と
考
え
る
。
け
れ
ど
煩
わ
し
さ

が
先
に
来
て
、
暑
さ
を
理
由
に
先
延
ば
し
、
テ
レ
ビ

を
見
て
「
菅
さ
ん
、
し
っ
か
り
し
て
や
、
コ
ロ
ナ
対

策
、
私
達
は
努
力
し
て
る
ん
や
か
ら
」
と
思
い
な
が

ら
、
こ
の
頃
は
ま
っ
て
い
る
「
ナ
ン
プ
レ
」
に
夢
中

に
な
る
。 コ

ロ
ナ
か
ら
サ
ヨ
ナ
ラ
を
伊
藤

栄
江

仕
事
の
休
日
の
朝
、
今
日
の
終
活
業
務
を
ど
こ
か

ら
手
が
け
る
か
が
私
の
日
課
に
な
っ
て
い
る
。
友
人

に
話
を
し
た
ら
ま
だ
早
い
よ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
今

や
ら
な
け
れ
ば
い
つ
、
誰
が
す
る
の
と
、
思
い
切
っ

て
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
を
婚
礼
以
来
眠
っ
て
い
る
洋
服
タ

ン
ス
の
中
か
ら
手
が
け
た
。

迷
い
も
あ
り
、
勿
体
な
い
と
、
懐
か
し
さ
と
値
段

と
の
葛
藤
の
闘
い
で
し
た
。
や
っ
と
の
思
い
で
タ
ン

ス
の
中
身
を
空
に
し
て
粗
大
ゴ
ミ
処
理
券
を
貼
っ
て

取
り
に
き
て
く
れ
る
段
階
に
な
っ
た
。

ふ
と
タ
ン
ス
の
中
に
あ
る
小
引
き
出
し
が
開
い
て

箱
か
ら
何
か
の
ぞ
い
て
い
ま
し
た
。
箱
の
中
に
は
聖

徳
太
子
が
数
枚
、
伊
藤
博
文
、
板
垣
退
助
、
記
念

硬
貨
な
ど
懐
か
し
い
お
顔
に
対
面
し
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
誰
が
入
れ
た
の
、
主
人
に
今
更
間
け
な
い
、
も

し
か
し
て
私
っ
て
ボ
ケ
た
の
、
結
婚
し
て

50
年
、
亡

き
母
か
ら
の
お
祝
い
と
思
っ
て
仕
舞
っ
て
お
こ
う
。

そ
れ
に
は
ボ
ケ
た
ら
大
変
だ
。
こ
れ
か
ら
の
終
活
業

務
は
楽
し
み
だ
な
あ
。
仕
舞
っ
た
場
所
を
忘
れ
ず
に

し
な
く
て
は
・
・
・
・
。

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
終
活

滝
沢

三
千
代

木
製
で
山
小
屋
風
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
か
ら
流
れ
る

「
乙
女
の
祈
り
」
、
私
の
成
人
式
の
記
念
に
と
兄
が

買
っ
て
く
れ
た
物
で
す
。
も
う

55
年
も
前
で
す
。
当

時
オ
ル
ゴ
ー
ル
は
と
て
も
高
級
品
と
思
っ
て
い
て
、

自
分
の
給
料
で
は
買
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
届
い
た
時

の
感
激
は
、
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

以
来
、
何
か
に
つ
け
て
ネ
ジ
を
巻
き
、
♪
ソ
ラ
ソ

ラ
ソ
ラ
ソ
ラ
ソ
ー
♪
と
流
れ
る
メ
ロ
デ
ー
は
、
私
に

と
っ
て
嬉
し
い
時
も
淋
し
い
時
も
近
く
に
あ
り
ま
し

た
。
僅
か
２
分
ほ
ど
で
す
が
、
頭
に
カ
ッ
と
来
た
時

は
、
気
分
を
鎮
め
て
く
れ
、
落
ち
込
ん
だ
時
は
元
気

を
く
れ
ま
し
た
。

一
度
も
油
を
さ
さ
ず
、
分
解
掃
除
も
し
な
い
の
に
、

音
も
メ
ロ
デ
ィ
も
き
れ
い
な
ま
ま
で
す
。

オ
ル
ゴ
ー
ル
の
寿
命
が
、
ど
の
位
も
つ
も
の
か
判

オ
ル
ゴ
ー
ル

太
田

和
美

子
供
の
頃
に
母
か
ら
聞
い
た

か
ぞ
え
唄
で
す
。

一
つ

火
け
し
壼
と
て

そ
ま
つ
に
す
れ
ば

火
付
け
壼

と
も
な
る
わ
い
な

二
つ

風
呂
場

煙
突

か
ま
ど
の
掃
除

手
間
を
お
し

ん
で

へ
そ
か
む
な

二
つ

水
は
い
つ
で
も

手
近
に
用
意

遠
い
ポ
ン
プ
じ

や

間
に
あ
わ
ぬ

四
つ

よ
そ
で
す
る
時

炬
燵
に
火
鉢

囲
炉
裏

七
輪

気
を
つ
け
る

五
つ

威
力
優
れ
た

ガ
ソ
リ
ン
式
も

道
が
悪
く
ち
や

役
立
た
ぬ

六
つ

む
や
み
捨
て
る
な

タ
バ
コ
の
か
ら
を

か
ら
か

ら
本
当
の
火
事
に
な
る

七
つ

長
屋

物
置

ち
ょ
う
ち
ん
さ
げ
て

忘
れ
え
ま

ざ
る
な

火
事
の
元

八
つ

や
か
ま
し
い
ぞ

火
事
出
せ
ぱ
焼
け
た
そ
の
上

火
の
用
心
か
ぞ
え
唄松

田

房
子

外
食
し
た
と
き
お
借
り
し
た
ト
イ
レ
に
貼
っ
て
あ

り
、
思
わ
ず
写
メ
を
撮
り
ま
し
た
。
［
年
を
取
つ
た

ら
出
し
ゃ
ば
ら
ず

憎
ま
れ
口
に
泣
き
ご
と
に
］
か

ら
始
ま
り
最
後
に
［
ボ
ケ
た
ら
あ
か
ん
そ
の
為
に

頭
の
洗
濯
生
き
が
い
に

何
か
一
つ
の
趣
味
持
っ
て

せ
い
ぜ
い
長
生
き
し
な
は
れ
や
］

３
年
ほ
ど
前
ま
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
趣
味
が
あ
り
、

よ
く
鈴
鹿
や
お
伊
勢
さ
ん
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
に
走
り
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。
少
し
時
間
が
で
き
た
今
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
大
会
が
な
く
な
り
、
走
る
意
欲
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
で
も
、
歩
け
る
時
だ
け
堤
防
を
歩
い
て

ぼ
け
た
ら
あ
か
ん
・・
・・

吉
田

里
美

り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
身
近
に
置
い
て
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
も
無
駄
な
、
む
な
し
い
時
を
過
ご
し
て
し
ま
っ

た
な
あ
と
、
気
が
滅
入
る
。
で
も
夕
食
の
用
意
で
も

す
る
か
と
、
気
合
を
入
れ
て
腰
を
上
げ
る
。
に
ぎ
や

か
に
食
事
が
囲
め
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
。

い
ま
す
。
そ
し
て
年
金
者
組
合
や
新
婦
人
の
山
歩
き
に
、
予
定
さ
え
合
え

ば
参
加
し
て
い
ま
す
。

足
・
腰
の
心
配
は
、
今
の
と
こ
ろ
な
い
け
れ
ど
、
頭
が
心
配
で
す
。
１

年
ほ
ど
前
か
ら
始
め
た
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
で
す
が
、
ル
ー
ル
や
点
数
が
頭
に

な
か
な
か
入
ら
な
い
。
人
の
名
前
や
言
葉
が
出
て
こ
な
い
。
そ
こ
で
始
め

た
ナ
ン
プ
レ
で
す
が
、
こ
れ
、
ま
た
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
の
が
現
実
。

落
ち
込
み
な
が
ら
、
で
も
こ
れ
以
上
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
願
い
な
が
ら
、

頭
や
足
腰
に
刺
激
を
与
え
、
も
う
少
し
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

裁
判
所

九
つ

子
供
の
火
遊
ぴ

一
番
危
な
い

細
い
マ
ッ
チ
で

家
を
焼
く

十

隣
り
近
所
に

迷
惑
か
け
て

一
生
頭
が

上
が
ら

な
い



（８）第２９３号 き ら ら ２０２１．８．２７

きゅうり２本（200ｇ位） 鶏もも肉200ｇ ミ

ニトマト１ヶ位 甘酢各大さじ１ー米酢・薄口しょう
油・砂糖 粉山椒 こしょう

塩 片栗粉 白ごま油

①きゅうりはピーラーで皮をしまむきして
丸切り、ボウルで塩少々をまぶしてもみ、５分位置い

て水分を出し、ペーパータオルでしっかり水分を取る。
ミニトマトはヘタを取る。

②鶏肉は、そぎ切りにして、塩・こしょうを振り、片
栗粉をまぶす。

③別のボウルに甘酢の材料を混ぜておく。
④フライパンにごま油小さじ２を中火で熱し、②の鶏
肉を皮を下にして焼く。両面を返しながら中までしっ

かり火を通す。
⑤鶏肉に火が通ったら、きゅうり・ミニトマトを入れ

る。きゅうりに油がなじんだら、甘酢を回し入れ、全
体にからめる。甘酢がトロットしたら、器に盛り粉山

椒を振る。

材料

（太田 和美）

作り方

支部日誌

７月28日(水)｢きらら｣編集･発行･連絡会

スクエアステップ

31日(土)弁護士さんと話そうカフェ

８月４日(水)第４回組織部会(13:30～白子ｺﾐｾﾝ）

人間と原爆展(４～７日）市役所１階

５日(木)音読の会

女性部世話役会

６日(金)第４回執行委員会(13:30～白子ｺﾐｾﾝ）

山歩会 津「錫杖岳」

７日(土)｢きらら」編集会議

10日(火)仲間づくり推進会議

18日(水)スクエアステップ

19～22日（木～日）平和のメッセージ展

20日(金)７・８月誕生会（中止）

25日(水)スクエアステップ・みんなで唄う会

26日(木)史跡めぐる会 会合

27日(金)｢きらら｣編集･発行･連絡会

９月２日(木)音読の会（中止）

４日(土)｢きらら」編集会議（市委員会）

山歩会「御在所岳」1212ｍ

鈴鹿フードパントリー

５日(日)岡野恵美演説会

６日(月)白子駅西アクション、６・９行動

８日(水)第５回組織部会(13:30～市委員会）

10日(金)第５回執行委員会(13:30～市委員会）

15日(水)グラウンドゴルフ

17日(金)卓球を楽しもう

18日(土)おしゃべりカフェ 神戸コミセン

23日(木)日本高齢者大会(WEB）河芸公民館

10月11日(月)2021健康フェスタ

22日(金)中央本部「年金一揆」

催
し
物
案
内

①
９
月
４
日
（
土
）
14
時
～

白
子
コ
ミ
セ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

②
９
月
５
日
（
日
）
10
時
～
11
時

市
文
化
会
館
さ
つ
き
プ
ラ
ザ

応
援
弁
士

た
け
だ
良
介
参
議
院
議
員

主
催
県
民
本
位
の
三
重
県
政
を

つ
く
る
や
さ
し
い
会
・
鈴
鹿

③
９
月
23
日
（
木
・
祝
）
10
時
～

河
芸
公
民
館
（
オ
ン
ラ
イ
ン
視

聴
会
場
）

参
加
費
・
交
通
費
県
本
部
負
担

弁
当
（
５
０
０
円
）
本
人
負
担

希
望
者

勝
谷
へ
連
絡
下
さ
い
。

日
本
高
齢
者
大
会
in
長
野

きゅうりと鶏肉の

甘酢炒め

わたしのレシピ

岡
野
恵
美
演
説
会

鈴
鹿
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

イ
ラ
ス
ト

樋
口

出

《サークルへは乗る人も乗せる人も助け合いの心で気軽に乗り合わせて行きましょう。》

サークル掲示板
サークル名 サークル連絡先 次回例会

山歩会 前田 純（℡ 374-4596） ９月４日(土)｢御在所岳」1212ｍ

グラウンドゴルフ 松田 二郎（℡ 374-3134） ９月15日(水)９:00～フラワーパーク(雨天９月17日)

卓球を楽しもう 桑原 篤（℡ 374-2894) ９月17日(金)13:30～白子コミセン２Fホール

史跡めぐりの会 谷口 茂（℡090-6610-3773) ９月休み。

トラベルの会 澤井 順子（℡ 378-6021） ９月休み。

温泉めぐる会 辻井 良和（℡ 386-0529） ９月休み。

パソコン･スマホ教室 中川 信子（℡ 388-0427） ９月休み。

音読の会 太田 和美（℡ 383-4545） ９月２日（木）ジェフリー10時（中止）

おしゃべりカフェ 中川美代子（℡ 386-6883） ９月18日（土)13:30～16:00 神戸コミセン

樋口みえ子（℡ 387-4889）

スクエアステップ 宮﨑ヨシ子（℡ 378-7510) ９月休み。

みんなで唄う会 澤井 順子（℡ 378-6021） ９月休み。


